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かび類の胞子形成が暗黒条件下では行われないことに着

目され, どの波長帯が胞子形成に関与しているのか追究さ

れた。その結果3,0関以下の近紫外線の下で胞子形成が促

進されることがわかり,400‐以下の波長を透過させない

ハイエスピニール〈紫外線カットフィルム )が開発された。

´ヽウス被覆用資材として一般に使用されている塩化ビニー

ルに対し,バイエスピニールの被覆が半促成栽培キュウリ

の生育,収量,病害発生に及ぼす影響について検討した。

以下にその試験結果の概要を報告する。

材 料 及 び 方 法

1977年宮城園試圃場で,同規模のパイプハウス2棟を

供試し, 1棟 をハイェスピニールで被覆し,他を塩化ビニ

ールで被覆した。供試パイプハウスは間口54π ,奥行183

πの東西棟で,フ ィルムの厚きはいずれも01‐ とした。

品種は「 ときわ光3号 P型 Jを用い,1月 14日 に播種し,フ

アイロン´ヽウス内で35日間育苗して,2月 18日 に各区のパ

イブハウス内に定植した。栽植距離は,べ ′ド幅120姉 ,

株間50m,条間50“ の 2条植とし, 1区当り供試株数は

120株 とした。こ当りの成分施肥量は窒素, りん酸,加理

とも40的 とした。

散乱光による近紫外線のパイブハウス内への侵入を防ぐ

ため,パイブハウスは密閉状態として,換気扇による強制

換気を行った。

キュウリ栽培でのハイエスピユール被覆による病害発生

抑制効果の期待できる主なる対象病害は灰色かび病と菌核

病なので,ヽれらの病気に効果のあるトリアジン,オ ーツ

サイド等の散布は行わなかつた。

生育調査は,定植期 (2月 18日 ),定植後 7日 日(2月 25

日),定植後15日 目(3月 5日 ),定植後27日 日(3月 17日 )

に,草丈,葉数,最大葉の葉長,葉幅について行つた。

収量調査は 3月 中旬から6月 中旬までの毎日,良果と不

良果に分けて収穫個数と重量について行つた。

病害発生調査は,定植後52日 目(4月 11日 ),定植後82

日日(5月 11日 )及び定植後108日 目(6月 6日 )に ,灰色
かび病,菌核病の病葉率と病果率について行つた。

試 験 結 果

定植後の草丈の伸長経過は図 1に示す通りである。

エスピニール区は塩化ビニール区に対し,定植後 7日

04“,定植後 15日 目で18“伸長量が多かつたが,

後27日 日では逆に30“少なかつた。

図1 定植後の草丈の伸長経過

定植後に発生した葉数は,定植後7日 日でハイエスピユ

ール区が01枚多く,定植後15日 日,27日 日では樹 ヒビニ

ール区がそれぞれ01枚, 10枚多かつた。

近紫外線をカットすることによる葉色に及ぼす影響は肉

眼の観察では認められなかつた。

3月 から6月 までの月別のa当 り収量は図2の通りで,

ハイエスピニール区は3,4,5月 とも塩化ピニール区より

それぞれ19協 /a,27榜 ′a,50切 /a多かつた。 6月 は塩

化 tiニ ール区が3″ /a多かつた。 良果収量についても同

様の傾向がみられ,′ イヽエスピユール区は3,4,5月 にそ
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れぞれ 8″ /a,27″ /a,33″ /a多かったが, 6月 は塩

化ビニール区が14″ /a多かった。3月 から6月 までのa当

ワ累.f収量はハイエスピニールが1,076り ,塩化ビニール

区が983た ,で ,´、ィェスピユール区が
'6%増
収 した。

灰色かび病及び菌核病の病葉率,病果率は表 1に示すと

おりである。定植後52日 目では,両区とも灰色かび病,菌

核病の発生はほとんどみられなかつた。定植後82日 日では,

ハイエスピニール区の灰色かび病病葉率18%,病果率08
%に対し,塩化ビニール区は病葉率78%, 病果率327%
で,特に病果率の差が大きかつた。

菌核病は栽培期間中を通じて,′ イヽエスピユール区は葉,

果実とも発生がみられなかつた。塩化ビニール区は葉に03

,～ 04¢発生しただけで,果実には発生がみられなかつ

た。

表 1 灰色かび病及び菌核病の発病葉率,発病果率

考       察

農林水産省野菜試験場久留米支場の新井氏)ら によると
ハイエスフィルムで390πれ以下をカットすることにより,

工AA様物質の光酸化分解の減少を通して生育の増大に寄与

すると報告している。又,農林水産省野菜試験場の成績》

によれば390●れ以下をカットした区は36022以下をカットし

た区と比べて,IAA様物質よりもCA様物質に影響が大きく

現われ,そ れが初期生育促進をもたらしたと報告している。

本試験は定植後の生育を調査したが,ハィェスピ=―ル

区における草丈,葉数の生育促進はみられず,上記の報告

結果とは異なつた。

月別収量は3,4,5月 の収量で´ヽイエスピニールが高く,
3月 から6月 までの累計収量でも´ヽイエスピニール区が高

かった。塩化ビニール区は4月 後半から灰色かび病の発生

が多くなり,開花ll■前後に雌花に発病して子房が肥大せず

収穫に至らない果実がみられた。灰色かび病の発生は収穫

果数に少なからず影響を及ばし,引いては収量低下の一因

になつたと思われる。しかし,灰色かび病発生のまだみら
れない3月 から4月前半でも′ヽイエスピニール区は,収穫

果数,収量とも多かつたので,灰色かび病の発生だけが両

区の収量差に影響を及ぼしたとは思われなかつた。

千葉県農業試験場の試験結果)に よると, 390m以下を

カットした条件下で育苗したキ‐ウリの同化速度は,380,

360,330,290π2以下をカットした区に比べて,20～ 30¢

増加したと報告している。´ヽイエスピユール区は塩化ビニ

ール区に比べて光合成の能率が高いことが推察される。

本試験では,4月 12日に20節 葉の乾物率を調査したところ,

′ヽイエスビニール区は146%,塩化ビニール区は
'5¢
で,

ハイエスビニール区が高かつた。

ハイエスビニール区は塩化ビニール区に比較して,灰色
かび病の発生が少なかったことと,光合成の能率が高かつた

ことから収量が高かったと思われる。

以上の結果,ハイエスビニール区は塩化ビニール区に対

し,草丈,葉数は同等の生育を示 し,総収量で
'6¢
増加し,

灰色かび病病葉率,病果率も栽培期間を通して低く保たれ

たので,キ ュウリ半促成栽培における′ヽイエスピニール被

覆は実用性があると思われる。
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定植後52日

(4月 11日 )
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